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北竜町議会議員補欠選挙

町議会議員３名決定

　令和６年１月９日告示、１月１４日執行の、欠員によります北竜町議会議員補欠選挙の立候補届

が告示日の１月９日に行われました。

　その結果、欠員３名のところ３名から届け出があり、定数を超えないことから、公職選挙法第１

００条第４項の規定により下記の方々が無投票当選となり、１月１４日の選挙会において決定いた

しました。

沖野 学
③ ５０歳 無 １

澤田 正人
② ６８歳 無 ５

林 佳子
① ６１歳 無 １

届出順(丸数字)　氏名　年齢(令和６年１月１４日現在)　党派別　当選回数

町議会議員当選者の紹介
(敬称略・届出順)

【問い合わせ先】
　北竜町役場産業課 商工ひまわり観光林務係
　℡：３４－２１１１

令和６（２０２４）年２月１５日で取扱終了

令和５（２０２３）年１２月交付分は、

となります。

期限を過ぎると使用できません。ご注意ください!!

北竜町地域振興券 有効期限のお知らせ！



3 令和６年２月号

Ｑ
．碧
水
町
内
会
か
ら
要
望
が
２
点
。

①
街
灯
助
成
…
６
月
か
ら
街
灯
の
電

気
料
が
約
50
％
上
が
っ
た
。
値
上
が

り
分
の
助
成
を
検
討
し
て
欲
し
い
。

②
バ
ス
停
留
所
の
除
雪
…
市
街
地
の

国
道
の
停
留
所
は
除
雪
機
で
雪
を
飛

ば
す
所
が
な
く
、
手
作
業
で
の
除
雪

も
雪
が
重
い
た
め
困
難
で
あ
る
。
冬

期
間
の
停
留
所
閉
鎖
も
含
め
、
簡
単

な
管
理
の
方
法
を
考
え
て
欲
し
い
。

Ａ
．

①
令
和
６
年
度
よ
り
対
応
し
た
い
。

②
今
後
、
町
内
会
・
地
域
の
意
見
を

伺
い
移
設
・
冬
季
間
閉
鎖
な
ど
検
討

し
て
い
く
。

Ｑ
．
全
戸
配
付
物
が
多
い
が
、
大
半

の
人
は
見
て
い
な
い
と
思
う
。
広
報

誌
に
集
約
し
た
り
、
防
災
無
線
で
の

周
知
な
ど
も
検
討
し
て
欲
し
い
。

Ａ
．
本
来
は
広
報
誌
に
掲
載
す
べ
き

物
も
、
締
切
に
間
に
合
わ
ず
別
に
チ

ラ
シ
を
作
成
し
て
い
る
場
合
が
あ

る
。
な
る
べ
く
広
報
誌
に
集
約
し
、

ま
た
無
線
で
足
り
る
場
合
は
無
線
周

知
も
検
討
す
る
。

　

配
布
物
の
デ
ジ
タ
ル
化
も
進
め
た

い
が
、
デ
ジ
タ
ル
で
見
れ
な
い
人
も

い
る
こ
と
を
考
え
る
と
、、
配
付
の

要
不
要
を
世
帯
毎
に
分
け
る
な
ど
、

町
内
会
の
手
間
が
逆
に
増
え
る
の
で

町
内
会
長
と
協
議
し
て
い
き
た
い
。

Ｑ
．
空
知
中
央
バ
ス
北
竜
線
が
廃
線

と
な
る
が
ど
の
よ
う
に
す
る
の
か
。

Ａ
．
現
在
、
町
営
バ
ス
は
碧
水
市
街

か
ら
追
分
市
街
の
間
を
運
行
し
て
い

る
が
、
来
年
４
月
か
ら
碧
水
市
街

か
ら
和
を
経
由
し
て
妹
背
牛
の
旧
Ａ

コ
ー
プ
前
で
、
空
知
中
央
バ
ス
の
深

滝
線
、
妹
背
牛
駅
で
の
Ｊ
Ｒ
接
続
を

考
え
て
い
る
。

Ｑ
．
住
宅
の
解
体
処
分
の
助
成
と
対

象
者
に
つ
い
て
教
え
て
ほ
し
い

Ａ
．
国
費
事
業
が
あ
り
、
町
も
上
乗

せ
で
助
成
す
る
事
業
を
来
年
４
月
か

ら
実
施
す
る
こ
と
で
検
討
中
で
あ
る
。

　

国
の
要
件
に
沿
っ
た
形
で
、
助
成

率
は
１
／
２
で
上
限
額
は
１
０
０
万

円
。
住
宅
が
町
内
に
あ
れ
ば
所
有
者

が
町
外
居
住
で
も
対
象
と
な
る
予
定

で
、
町
外
居
住
者
に
向
け
て
は
町

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
周
知
し
て
い
く
。

Ｑ
．
熊
の
罠
を
増
や
し
て
欲
し
い
。

Ａ
．
来
年
度
、
罠
を
増
や
す
こ
と
を

検
討
し
て
い
る
。
ま
た
、
猟
銃
免
許

取
得
助
成
を
手
厚
く
す
る
こ
と
も
検

討
し
て
い
る
。

Ｑ
．
古
い
家
で
水
道
の
コ
ン
ク
リ
の

蓋
が
も
ろ
く
な
っ
て
い
る
が
、
自
分

で
何
と
か
し
な
い
と
い
け
な
い
か
。

Ａ
．
市
販
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、
町

で
対
応
す
る
。

Ｑ
．
町
民
に
対
す
る
電
気
自
動
車
の

普
及
促
進
は
、
イ
ン
フ
ラ
整
備
も
含

め
充
分
で
は
な
い
の
で
は
な
い
か
。

Ａ
．
脱
炭
素
計
画
を
作
成
中
で
町
民

に
対
す
る
電
気
自
動
車
の
普
及
促
進

も
織
り
込
む
予
定
で
あ
る
。
今
は
国

の
補
助
制
度
の
み
だ
が
、
今
後
町
の

補
助
も
検
討
す
る
。

　

た
だ
、
現
状
の
電
気
自
動
車
は
満

充
電
で
走
行
距
離
が
３
５
０
㎞
程
度

で
あ
る
た
め
、
現
実
的
に
ど
の
位
の

方
が
電
気
自
動
車
を
購
入
す
る
か
を

見
極
め
て
助
成
を
検
討
し
た
い
。

　

今
後
技
術
の
進
歩
で
充
電
時
間

が
短
く
な
り
、
走
行
距
離
も
伸
び
る

と
と
も
に
、
イ
ン
フ
ラ
も
整
備
さ
れ

て
い
く
と
思
う
。
国
は
Ｅ
Ｖ
車
を
普

及
さ
せ
て
い
く
方
向
で
あ
り
、
町
も

国
の
方
針
に
沿
っ
て
施
策
を
考
え

て
い
く
。

町
行
政
懇
談
会

開
催
報
告

　
町
で
は「
町
民
主
役
の
ま
ち
づ
く
り
」の
観
点
か
ら
、町
民
の
意
見
・

要
望
を
町
行
政
に
反
映
さ
せ
る
た
め
に
、
令
和
５
年
11
月
10
日
に

町
行
政
懇
談
会
を
開
催
し
、
29
人
の
町
民
の
方
に
参
加
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
主
な
意
見
・
要
望
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

Ｑ
．
み
の
り
っ
ち
の
品
揃
え
が
少
な

い
。
ま
た
新
米
が
出
て
き
た
直
後
に

閉
店
し
、秋
野
菜
が
出
荷
出
来
な
い
。

み
の
り
っ
ち
の
活
性
化
に
つ
い
て
考

え
を
聞
き
た
い
。

Ａ
．
通
年
で
営
業
し
た
い
が
、
出
荷

物
が
少
な
く
な
る
た
め
10
月
中
旬
で

閉
店
し
て
い
る
。
今
後
、
出
荷
者
協

議
会
で
出
荷
状
況
を
把
握
し
、
特
産

品
を
販
売
す
る
場
と
し
て
協
議
す
る
。

Ｑ
．
移
住
の
窓
口
を
一
元
化
す
る
仕

組
み
が
あ
れ
ば
い
い
の
で
は
。

Ａ
．
例
え
ば
住
居
に
お
い
て
は
、
移

住
希
望
者
の
職
業
に
よ
っ
て
も
対
応

が
異
な
る
。
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
方
な

ら
基
本
的
に
は
公
営
住
宅
を
担
当
す

る
建
設
課
が
対
応
し
、
空
き
家
に
住

み
た
い
方
に
は
企
画
振
興
課
が
窓
口

と
な
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
農
業
や
店
舗
を
経
営
し
た

い
場
合
は
産
業
課
と
企
画
振
興
課
で

共
に
対
応
し
て
い
る
。

Ｑ
．
北
竜
温
泉
の
電
気
自
動
車
の
充

電
設
備
は
有
料
か
無
料
か
。
道
の
駅

以
外
の
施
設
は
ど
う
か
。

Ａ
．
道
の
駅
は
有
料
で
、
カ
ー
ド
を

購
入
し
て
充
電
す
る
。
自
動
車
会
社

の
充
電
設
備
が
同
じ
カ
ー
ド
を
使
え

る
か
は
分
か
ら
な
い
。
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　平成２４年４月に発覚した深川地区消防組合会計の不正経理問題は、平成２５年２月に組

合を構成する１市５町の住民の皆様に対し住民説明会を開催し、多大なご迷惑とご心配をお

かけしたことに深くお詫び申し上げるとともに、それまでの経緯と今後の対応について説明

を行ったところです。

　その後、深川地区消防組合は、不正経理を行った元消防長を被告として旭川地方裁判所へ

民事訴訟を提起し、平成２６年に損害賠償金を支払うよう判決が確定したことから、これま

で損害賠償金の回収に努めてきましたが、このたび、これ以上の回収ができない状況になり

ましたことから、あらためてその経緯についての説明会を開催します。

平成24年度に発覚した
深川地区消防組合会計不正経理問題に
関する住民説明会を開催します

【日　時】２月２１日（水）

　　　　 １回目…午後２時から　／　２回目…午後６時から

【場　所】深川市役所３階大会議室

【その他】　・事前の申し込みは不要です。当日会場にお越しください。

　　　　　・各回とも同じ内容となります。

【問い合わせ先】深川地区消防組合消防本部総務課（℡：０１６４－２２－３１６０）

川上博章氏から

町に１００万円の寄付

　１２月２１日、元北竜町議会議員の川上博章さんが

来庁され、この度の旭日単光章の受章を受け、これま

でお世話になった北竜町への感謝を込めて町に１００

万円を寄付されました。

　佐野町長が受け取り、町のために大切に使わせてい

ただきますと、お礼を述べられました。

令和６年

北竜消防出初式

　１月９日、北竜町農村環境改善センターにて、令和

６年北竜消防出初式が開催されました。

　開催前に、石川県能登半島地震の犠牲者に対し黙祷

を捧げ、出初式では、中山団長による挨拶から始まり、

消防団部隊観閲式、佐野町長による年頭の言葉の後、

団員への永年勤続表彰の伝達が行われました。



5 令和６年２月号

　
町
村
長
は
、
多
様
化
す
る
住
民
ニ

ー
ズ
へ
の
対
応
と
と
も
に
、
地
域
行

政
の
総
合
的
な
実
施
主
体
の
リ
ー
ダ

ー
シ
ッ
プ
の
発
揮
が
求
め
ら
れ
て
お

り
、
諸
外
国
に
お
け
る
行
政
、
産
業
、

生
活
環
境
な
ど
の
事
情
を
現
地
調
査

す
る
機
会
が
必
要
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
北
海
道
町
村
会
で
は
10
月
８
日
か

ら
15
日
ま
で
の
８
日
間
の
日
程
で
オ

ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
の
視
察
調
査
が
実

施
さ
れ
、
視
察
団
の
団
長
と
し
て
参

加
し
て
参
り
ま
し
た
。

　

キ
ャ
ン
ベ
ラ
で
は
、
エ
イ
ン
ズ
リ

ー
山
か
ら
の
景
色
や
国
立
首
都
展
示

場
を
視
察
し
、
都
市
の
全
体
像
を
確

認
し
た
後
、
国
立
首
都
庁
担
当
者
か

ら
詳
細
な
説
明
を
受
け
ま
し
た
。
感

銘
を
受
け
た
の
は
、
１
０
０
年
以
上

前
の
計
画
に
則
っ
て
「
自
然
景
観
」

と
「
都
市
機
能
」
の
両
立
を
実
現
さ

せ
て
い
る
と
い
う
点
で
す
。

　

自
然
保
護
区
域
で
あ
る
エ
イ
ン
ズ

リ
ー
山
か
ら
連
邦
議
会
や
大
使
館
の

あ
る
官
公
庁
街
ま
で
は
車
で
15
分
程

■
キ
ャ
ン
ベ
ラ

■
ジ
ャ
ー
ビ
ス
ベ
イ

度
で
あ
り
、
自
然
と
都
市
機
能
の
近

さ
を
実
感
し
ま
し
た
。
首
都
と
し
て

の
キ
ャ
ン
ベ
ラ
は
、
町
村
と
は
設
立

経
緯
や
規
模
が
異
な
り
ま
す
が
、「
自

然
を
考
慮
し
て
都
市
全
体
の
景
観
を

作
る
」
と
い
う
俯
瞰
的
な
視
点
は
、

豊
か
な
自
然
を
有
す
る
道
内
町
村
の

ま
ち
づ
く
り
に
お
い
て
も
参
考
に
な

る
と
感
じ
ま
し
た
。

　

ジ
ャ
ー
ビ
ス
ベ
イ
で
は
、
ク
ル
ー

ズ
船
か
ら
ム
ー
ル
貝
の
養
殖
の
様
子

や
、マ
ン
グ
ロ
ー
ブ
等
の
周
辺
環
境
、

選
別
・
出
荷
工
場
を
視
察
し
ま
し
た
。

　

視
察
で
は
、
海
洋
公
園
に
対
す
る

国
の
保
護
や
近
隣
の
自
然
環
境
が
海

域
の
水
質
改
善
に
繋
が
り
、
結
果
と

し
て
漁
業
や
海
洋
レ
ジ
ャ
ー
な
ど
の

地
域
経
済
の
活
性
化
に
繋
が
っ
て
い

る
こ
と
を
理
解
し
ま
し
た
。
ま
た
特

に
印
象
的
だ
っ
た
の
は
、「
首
長
は

環
境
の
重
要
性
に
つ
い
て
住
民
を
教

育
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
立
場
に
あ

る
」
と
い
う
説
明
で
し
た
。

　

住
民
の
意
識
を
環
境
保
護
に
向
け

■
Ｄ
ａ
ｉ
ｒ
ｙ 

Ｎ
Ｓ
Ｗ

る
こ
と
で
、
結
果
と
し
て
そ
の
土
地

の
経
済
的
価
値
を
高
め
、
持
続
可
能

な
発
展
に
繋
が
る
と
い
う
視
点
は
、

漁
業
に
限
ら
ず
、
各
地
域
の
産
業
振

興
に
お
い
て
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
視

点
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

　

酪
農
に
お
け
る
新
し
い
市
場
開
拓

や
研
究
・
開
発
・
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
・

貿
易
な
ど
を
行
う
団
体
で
あ
る
Ｄ
ａ

ｉ
ｒ
ｙ 

Ｎ
Ｓ
Ｗ
か
ら
の
説
明
を
聞

い
て
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
全
体
の
酪

農
業
の
実
態
を
把
握
し
た
後
、
実
際

に
牧
場
を
視
察
し
、「
酪
農
業
に
将

来
性
が
あ
る
」
と
い
う
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
と
、
日
本
の
酪
農
経
営
の
大
き

な
現
状
の
差
を
感
じ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
そ
の
要
因
の
ひ
と
つ
に
国

産
飼
料
の
供
給
率
が
影
響
し
て
い
る

こ
と
を
改
め
て
実
感
し
ま
し
た
。「
飼

料
の
６
割
を
時
価
調
達
す
る
こ
と
が

重
要
」
と
す
る
研
究
結
果
に
対
し
、

日
本
国
内
で
の
飼
料
自
給
率
は
25
％

程
度
。
農
林
水
産
省
で
も
飼
料
自
給

率
向
上
を
目
標
に
掲
げ
て
い
ま
す

が
、
食
糧
安
全
保
障
の
議
論
や
飼
料

価
格
の
高
騰
な
ど
か
ら
、
国
内
に
お

い
て
輸
入
依
存
穀
物
の
増
産
や
良
質

な
自
給
飼
料
の
安
定
供
給
に
取
り
組

む
こ
と
が
で
き
る
環
境
づ
く
り
が
重

要
で
あ
る
と
感
じ
ま
し
た
。

■
ク
ー
ラ
ン
ガ
ッ
タ
ワ
イ
ン
農
場

■
ウ
ー
ロ
ン
ゴ
ン
市

　
市
長
と
の
朝
食
懇
談
会

　

ウ
ー
ロ
ン
ゴ
ン
市
で
は
、
市
の
経

済
政
策
、
環
境
政
策
に
つ
い
て
説
明

を
受
け
、
ま
た
翌
朝
に
は
市
長
と
の

朝
食
懇
談
会
も
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

市
長
か
ら
は
ゴ
ミ
を
減
ら
す
た
め

に
ゴ
ミ
箱
自
体
を
小
さ
く
す
る
と
い

う
説
明
を
受
け
、
画
期
的
な
発
想
で

あ
る
と
感
じ
ま
し
た
。
ま
た
、
印
象

的
だ
っ
た
の
は
、
市
に
お
い
て
投
資

を
促
進
し
て
い
る
点
で
、
成
長
分
野

な
ど
を
記
し
た
投
資
目
論
見
書
を
作

成
し
、
積
極
的
に
投
資
マ
ネ
ー
を
呼

び
込
も
う
と
し
て
い
ま
し
た
。

　

ク
ー
ラ
ン
ガ
ッ
タ
ワ
イ
ン
農
場
で

は
、
ワ
イ
ン
用
ブ
ド
ウ
の
栽
培
状
況

を
視
察
。
海
岸
の
す
ぐ
近
く
の
農
地

で
は
、
ジ
ャ
ー
ビ
ス
ベ
イ
地
域
な
ど

と
同
様
、
自
然
に
順
応
し
た
手
法
に

よ
り
、
持
続
可
能
な
営
農
を
実
現
し

て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

　

で
き
る
だ
け
自
然
に
逆
ら
わ
な

い
、
自
然
を
壊
さ
な
い
こ
と
で
持
続

可
能
な
経
営
を
実
現
す
る
と
い
う
意

識
は
、
ジ
ャ
ー
ビ
ス
ベ
イ
の
養
殖
事

業
な
ど
と
同
様
の
精
神
で
あ
り
、
地

域
全
体
に
共
有
さ
れ
た
価
値
観
で
あ

る
よ
う
に
思
い
ま
し
た
。

町
長 

佐
野 

豊

北
海
道
町
村
会

海
外
行
政
視
察
調
査
の
報
告

訪問団代表挨拶（首都キャンベラ）ジャービスベイ海洋公園視察ウーロンゴン市長との朝食懇談会
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12
月
12
日
開
会
の
令
和
５
年
第

４
回
定
例
会
に
お
い
て
、
新
し
い

議
会
構
成
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

佐
々
木
議
長
の
議
員
の
辞
職
、

議
長
の
選
挙
を
行
い
、
中
村
尚
一

議
員
が
議
長
に
当
選
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
副
議
長
選
挙
、
議
席

の
指
定
、
各
一
部
事
務
組
合
の
議

員
選
挙
、
議
長
の
常
任
委
員
、
特

別
委
員
の
辞
任
、
総
務
産
業
常
任

委
員
会
・
議
会
運
営
委
員
会
、
各

特
別
委
員
会
の
委
員
長
及
び
副
委

員
長
の
互
選
し
可
決
、
閉
会
い
た

し
ま
し
た
。

　【
議
長
】　
　
　
　
中
村
　
尚
一

　【
副
議
長
】　
　
　
尾
﨑
　
圭
子

■
常
任
委
員
会
・
議
会
運
営
委
員

会
・
特
別
委
員
会
の
構
成

○
総
務
産
業
常
任
委
員
会

　

委
員
長　
　
　
　

寺
垣　

信
晃

　

副
委
員
長　
　
　

木
村　

和
雄

　

委
員　
　
　
　
　

佐
藤　
　

稔

　
　
　
　
　
　
　
　

尾
﨑　

圭
子

○
議
会
運
営
委
員
会

　

委
員
長　
　
　
　

木
村　

和
雄

　

副
委
員
長　
　
　

寺
垣　

信
晃

　

委
員　
　
　
　
　

尾
﨑　

圭
子

○
災
害
対
策
特
別
委
員
会

　

委
員
長　
　
　
　

木
村　

和
雄

　

副
委
員
長　
　
　

寺
垣　

信
晃

　

委
員　
　
　
　
　

佐
藤　
　

稔

　
　
　
　
　
　
　
　

尾
﨑　

圭
子

○
ま
ち
づ
く
り
等
調
査

　
特
別
委
員
会

　

委
員
長　
　
　
　

尾
﨑　

圭
子

　

副
委
員
長　
　
　

寺
垣　

信
晃

　

委
員　
　
　
　
　

佐
藤　
　

稔

　
　
　
　
　
　
　
　

木
村　

和
雄

○
北
竜
町
農
業
の
未
来
を
考
え
る

　
特
別
委
員
会

　

委
員
長　
　
　
　

木
村　

和
雄

　

副
委
員
長　
　
　

尾
﨑　

圭
子

　

委
員　
　
　
　
　

寺
垣　

信
晃

　
　
　
　
　
　
　
　

佐
藤　
　

稔

○
一
部
事
務
組
合
議
会
議
員

　

北
空
知
広
域
水
道
企
業
団

　

議
会
議
員　
　
　

尾
﨑　

圭
子

　

中
・
北
空
知
廃
棄
物
処
理

　

広
域
連
合
議
会
議
員

　
　
　
　
　
　
　
　

中
村　

尚
一

議会広報委員会Ｎｏ．３９２

号
）
に
つ
い
て

○
令
和
５
年
度
北
竜
町
立
診
療
所

事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
４

号
）
に
つ
い
て

○
令
和
５
年
度
北
竜
町
後
期
高
齢

者
医
療
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第

２
号
）
に
つ
い
て

○
令
和
５
年
度
北
竜
町
介
護
保
険

特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）

に
つ
い
て

○
令
和
５
年
度
北
竜
町
特
別
養
護

老
人
ホ
ー
ム
事
業
特
別
会
計
補
正

予
算
（
第
３
号
）
に
つ
い
て

○
令
和
５
年
度
北
竜
町
農
業
集
落

排
水
事
業
及
び
個
別
排
水
処
理
事

業
補
正
予
算
（
第
４
号
）
に
つ
い

て○
令
和
５
年
度
北
竜
町
簡
易
水
道

事
業
会
計
補
正
予
算
（
第
４
号
）

に
つ
い
て

　

令
和
５
年
第
４
回
定
例
会
は
12

月
12
日
に
招
集
さ
れ
、
提
出
さ
れ

た
案
件
を
審
議
し
閉
会
い
た
し
ま

し
た
。

○
人
権
擁
護
委
員
の
候
補
者
の
推

薦
に
つ
い
て

　

瀬
戸　

照
代
氏
（
再
）

○
北
竜
町
国
民
健
康
保
険
条
例
の

一
部
改
正
に
つ
い
て

○
北
竜
町
特
定
公
共
賃
貸
住
宅
の

設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
の

一
部
改
正
に
つ
い
て

○
北
竜
町
農
業
集
落
排
水
事
業
及

び
個
別
排
水
処
理
事
業
の
設
置
等

に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ

い
て

○
北
竜
町
簡
易
水
道
事
業
の
設
置

等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
に

つ
い
て

○
令
和
５
年
度
北
竜
町
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
６
号
）
に
つ
い
て

○
令
和
５
年
度
北
竜
町
国
民
健
康

保
険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
２

諮
問

原
案
可
決



7 令和６年２月号

　

12
月
12
日
に
開
会
さ
れ
た
第
１
回
定

例
会
で
は
、
４
名
の
議
員
か
ら
６
件
の

一
般
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。

木
村
議
員

　

旧
岩
村
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ

ー
（
現
町
有
地
）
の
開
拓
記
念
碑
、

百
年
記
念
碑
、
地
神
宮
等
の
保
存

に
つ
い
て
、
ど
う
考
え
て
い
る
の

か
お
聞
き
し
た
い
。

　

地
元
の
皆
さ
ん
と
協
力
し
て
、

例
え
ば
、
歴
史
遺
産
保
存
会
を
立

ち
上
げ
て
保
存
し
て
い
く
必
要
が

あ
る
の
で
は
な
い
か
。

佐
野
町
長

　

令
和
２
年
１
月
１
日
を
期
に
、

碧
水
地
域
４
町
内
会
が
合
併
し

た
。
１
町
内
会
、
１
つ
の
施
設
を

原
則
と
し
て
い
る
。

　

開
拓
記
念
碑
、
百
年
記
念
碑
は

北
竜
町
と
し
て
保
存
し
た
い
と
考

え
て
い
る
が
、
地
神
宮
に
つ
い
て

は
宗
教
上
の
問
題
が
あ
る
の
で
、

慎
重
に
取
り
扱
う
必
要
が
あ
る
。

木
村
議
員

　

旧
岩
村
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ

ー
は
こ
れ
か
ら
３
年
程
は
そ
ば
道

場
と
し
て
活
用
し
、
そ
の
後
は
使

用
し
た
い
人
が
い
る
と
お
聞
き
し

た
の
で
、
冬
期
間
の
除
雪
や
後
々

管
理
し
や
す
い
よ
う
に
記
念
碑
の

方
に
地
神
宮
を
移
設
出
来
れ
ば
と

思
う
。

　

移
設
す
る
場
合
、
い
く
ら
か
助

成
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
あ
り
が
た

い
。

佐
野
町
長

　

地
神
宮
の
移
設
に
つ
い
て
は
、

地
先
、
地
元
の
皆
さ
ん
と
も
充
分

検
討
、
慎
重
に
協
議
し
て
い
き
た

い
。

木
村
議
員

　

観
光
振
興
と
北
竜
町
の
立
地
条

件
、
地
形
を
活
用
出
来
る
よ
う
施

設
の
整
備
を
お
願
い
し
た
い
。

 

眺
望
の
丘
の
登
り
口
の
道
路
整

備
と
外
灯
並
び
に
簡
易
な
椅
子
の

設
置
を
し
て
は
ど
う
か
。
眺
望
の

丘
か
ら
見
え
る
風
景
は
観
光
客
か

ら
好
評
を
得
て
お
り
、
北
竜
町
ポ

ー
タ
ル
や
写
真
愛
好
家
の
方
か
ら

佐
藤
議
員

　

11
月
27
日
の
全
員
協
議
会
に
お

い
て
「
ひ
ま
わ
り
の
里
活
性
化
協

議
会
」
で
の
検
討
図
案
の
説
明
に

つ
い
て
、
太
鼓
や
吹
奏
楽
を
演
奏

広
く
内
外
に
発
信
し
て
い
た
だ
け

れ
ば
と
思
う
。

佐
野
町
長

　

眺
望
の
丘
は
農
地
の
一
部
で
あ

り
、
ひ
ま
わ
り
観
光
対
策
の
位
置

づ
け
は
さ
れ
て
お
ら
ず
、
道
路
整

備
の
予
定
も
な
い
が
、
観
光
客
の

動
向
等
を
見
極
め
な
が
ら
検
討
し

て
ま
い
り
た
い
。

す
る
広
場
の
後
方
に
新
た
に
展
望

台
や
総
合
観
光
施
設
を
設
け
、「
世

界
の
ひ
ま
わ
り
」
の
場
所
を
町
営

野
球
場
の
横
に
移
動
す
る
図
案
に

な
っ
て
い
た
が
、
そ
の
場
合
観
光

木
村
議
員

　

今
す
ぐ
に
と
い
う
こ
と
は
な
い

が
、
眺
望
の
丘
に
続
く
数
十
メ
ー

ト
ル
の
小
高
い
山
が
あ
る
の
で
、

そ
こ
を
自
然
の
展
望
台
と
し
て
活

用
出
来
れ
ば
北
竜
町
の
価
値
を
高

め
る
こ
と
が
出
来
る
の
で
は
な
い

か
と
思
う
。

佐
野
町
長

　

小
高
い
山
の
上
に
高
級
ホ
テ
ル

の
建
設
と
い
う
提
案
も
過
去
に
は

あ
っ
た
が
、
多
額
の
設
備
、
費
用

が
必
要
な
事
か
ら
途
中
で
立
ち
消

え
と
な
っ
た
。
北
竜
町
の
自
然
豊

か
な
貴
重
な
財
産
と
し
て
、
今
後

ど
う
活
用
す
る
の
が
良
い
か
充
分

検
討
し
て
い
く
。

客
の
流
動
に
懸
念
が
あ
る
の
で
は

な
い
か
。

　

全
員
協
議
会
に
お
い
て
は
、「
世

界
の
ひ
ま
わ
り
」
の
過
去
の
経
過

を
踏
ま
え
て
の
検
討
が
必
要
で
は

な
い
か
。

　

「
世
界
の
ひ
ま
わ
り
」
の
場
所

を
現
存
さ
せ
な
が
ら
、
そ
の
縁
周

り
を
使
っ
て
の
散
策
路
等
の
整
備

を
す
る
方
向
性
も
あ
る
の
で
は
な

い
か
と
思
う
が
、
理
事
者
の
考
え

を
お
伺
い
し
た
い
。

木
村
議
員

 
旧
岩
村

 
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

 

歴
史
遺
産
の
保
存
に
つ
い
て

木
村
議
員

 

観
光
振
興
と
北
竜
町
の

 

地
形
を
活
用
出
来
る

 

対
策
に
つ
い
て

佐
藤
議
員

 

ひ
ま
わ
り
の
里
基
本
計
画
の

 

見
直
し
の
検
討
案

（
11
月
27
日
説
明
）
に
つ
い
て
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佐
野
町
長

　

全
員
協
議
会
で
は
、
ひ
ま
わ
り

の
里
基
本
計
画
を
基
に
活
性
化
委

員
会
で
の
協
議
内
容
や
配
置
案
等

を
説
明
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
そ
の

中
で
、
ひ
と
つ
の
例
と
し
て
レ
イ

ア
ウ
ト
の
図
を
１
枚
だ
け
添
付
を

し
た
。
そ
れ
以
外
に
も
多
数
の
レ

イ
ア
ウ
ト
案
が
あ
り
、
既
に
決
定

し
た
も
の
で
は
な
く
、
ひ
ま
わ
り

活
性
化
委
員
会
等
で
意
見
を
頂
戴

し
な
が
ら
検
討
を
進
め
て
い
る
。

　

今
後
に
お
い
て
は
来
年
10
月
を

目
途
に
財
源
確
保
を
含
め
た
ハ
ー

ド
・
ソ
フ
ト
を
合
わ
せ
て
基
本
計

画
を
見
直
し
、
公
共
施
設
等
配
置

計
画
や
北
竜
町
総
合
計
画
等
の
調

整
が
必
要
で
あ
る
と
思
っ
て
い
る
。

　

道
路
や
施
設
の
配
置
、
圃
場
の

土
質
、
場
所
の
移
転
に
よ
り
発
生

す
る
人
流
の
変
化
も
鑑
み
、
様
々

の
ご
意
見
を
頂
戴
す
る
中
で
鋭
意

協
議
し
て
計
画
の
見
直
し
を
進
め

て
参
り
た
い
。

佐
藤
議
員

　

ひ
ま
わ
り
の
里
の
検
討
案
が
多

数
示
さ
れ
て
い
る
が
、
実
施
段
階

に
お
い
て
、
例
え
ば
一
期
二
期
三

期
等
の
整
備
計
画
を
整
理
し
な
が

ら
示
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

佐
野
町
長

　

令
和
６
年
の
10
月
を
目
処
に
お

お
よ
そ
の
見
直
し
計
画
案
を
ま
と

め
、
そ
の
中
で
年
次
計
画
等
を
示

し
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

佐
藤
議
員

　

永
楽
園
で
は
、
介
護
職
員
の
不

足
に
よ
り
入
所
者
の
定
員
数
を
満

た
し
て
い
な
い
。
職
員
確
保
の
た

寺
垣
議
員

　

10
月
17
日
総
務
産
業
常
任
委
員

会
の
行
政
視
察
に
て
特
別
養
護
老

人
ホ
ー
ム
永
楽
園
の
施
設
を
視
察

さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。

 

全
体
的
に
経
年
劣
化
に
よ
る
老

朽
化
が
進
ん
で
お
り
、
入
居
者
の

生
活
に
直
接
関
わ
る
場
所
も
多
く

見
受
け
ら
れ
、
早
急
な
修
繕
の
必

要
性
を
強
く
感
じ
た
。
永
楽
園
の

運
営
に
つ
い
て
大
変
で
あ
る
と

常
々
お
聞
き
し
て
い
る
が
、
今
後

の
見
通
し
と
将
来
的
な
展
望
に
つ

い
て
理
事
者
に
伺
い
た
い
。

佐
野
町
長

 

永
楽
園
は
入
居
者
の
方
々
の
日

め
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
「
学
び

隊
」
の
公
募
を
お
願
い
し
た
い
。

　

例
え
ば
栗
山
町
立
北
海
道
福
祉

専
門
学
校
や
東
川
町
の
旭
川
福
祉

常
生
活
の
場
で
あ
る
た
め
、
軽
微

な
補
修
は
極
力
経
費
を
か
け
ず
職

員
が
対
応
し
、
業
者
発
注
が
必
要

な
場
合
の
修
繕
箇
所
に
つ
い
て
は

予
算
計
上
に
て
対
応
し
て
い
る
。

　

昭
和
61
年
に
着
工
、
完
成
し
て

37
年
の
年
月
が
経
過
し
、
ま
た
、

増
築
し
た
短
期
入
所
等
及
び
新
館

に
つ
い
て
も
平
成
13
年
完
成
か
ら

25
年
が
経
過
し
て
お
り
、
施
設
の

経
年
劣
化
は
否
め
な
い
状
況
に
あ

り
、修
繕
必
要
箇
所
の
洗
い
出
し
、

優
先
順
位
付
け
を
行
い
な
が
ら
対

応
し
て
い
る
。

　

介
護
職
員
不
足
分
も
合
わ
せ
て

専
門
家
も
入
り
、
職
員
に
よ
る
プ

専
門
学
校
に
お
い
て
資
格
を
取
得

し
、
卒
業
後
に
永
楽
園
に
就
職
す

る
制
度
の
創
設
を
し
て
は
ど
う
か
。

佐
野
町
長

　

永
楽
園
も
慢
性
的
な
介
護
職
員

不
足
で
あ
る
。
平
成
28
年
よ
り
介

護
福
祉
就
学
資
金
貸
付
制
度
を
制

定
し
て
い
る
が
、
活
用
す
る
方
が

い
な
い
。

　

東
川
町
に
お
い
て
は
町
内
に
居

住
し
町
内
の
学
校
で
学
び
東
川
町

に
就
職
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

本
町
に
お
い
て
同
様
の
仕
組
み
を

制
定
す
る
の
は
難
し
い
。
栗
山
町

に
お
い
て
も
授
業
料
軽
減
措
置
が

あ
る
が
、
入
学
生
が
い
な
い
。
何

れ
に
し
て
も
多
角
的
に
検
討
し
て

い
き
た
い
。

東
海
林
園
長

　

東
川
町
は
本
年
か
ら
始
ま
っ
た

制
度
で
あ
る
。
地
域
お
こ
し
協
力

隊
の
場
合
は
居
住
と
就
職
が
必
要

で
あ
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。
外
国

人
留
学
生
支
援
や
ふ
る
さ
と
納
税

の
活
用
も
あ
る
。

　

栗
山
町
の
自
治
体
包
括
連
携
は

学
校
と
自
治
体
が
締
結
を
結
ん

で
、
学
生
の
確
保
、
介
護
職
員
の

確
保
な
ど
助
け
合
う
こ
と
で
あ
る

が
、
入
学
す
る
人
材
が
い
な
い
。

い
か
に
対
象
者
を
発
掘
す
る
か
が

課
題
で
あ
る
。

　

永
楽
園
で
は
小
学
生
を
招
い
て

交
流
事
業
を
行
い
、
介
護
職
の
発

掘
を
増
や
し
て
い
く
取
り
組
み
も

し
て
い
る
。

　

３
年
に
一
度
の
介
護
報
酬
改
定

に
よ
り
、
介
護
職
員
専
門
職
の
割

合
に
よ
っ
て
介
護
報
酬
が
変
わ
っ

て
く
る
心
配
が
あ
る
。

佐
藤
議
員

　

今
後
も
介
護
職
員
の
確
保
に
つ

い
て
努
力
を
い
た
だ
き
た
い
。

佐
藤
議
員

 

永
楽
園
介
護
職
員

 

確
保
に
つ
い
て

寺
垣
議
員

 

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

 

永
楽
園
の
今
後
の
見
通
し

 

に
つ
い
て
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損
や
破
損
が
見
受
け
ら
れ
、
早
急

な
補
修
が
出
来
な
い
も
の
か
と
議

員
の
一
人
と
し
て
痛
感
し
た
。

　

９
月
の
定
例
会
時
に
質
問
し
た

が
、
人
口
減
少
、
人
口
動
態
も
考

え
な
が
ら
、
現
在
定
員
80
名
で
70

名
の
入
居
者
と
聞
い
て
い
る
が
、

定
員
80
名
が
本
当
に
適
正
な
の
か

を
考
え
な
が
ら
、
こ
れ
か
ら
の
運

営
と
将
来
的
な
展
望
に
期
し
て
い

た
だ
き
た
い
。

佐
野
町
長

　

公
共
施
設
の
再
配
置
計
画
の
中

に
は
直
接
永
楽
園
は
入
っ
て
い
な

い
。
今
後
ど
う
す
べ
き
か
し
っ
か

り
と
年
次
を
決
め
て
考
え
て
い
き

た
い
。

　

人
口
減
少
と
と
も
に
、
高
齢
者

の
数
も
減
少
傾
向
で
あ
り
入
所
者

が
中
々
い
な
い
が
積
極
的
に
健
全

な
運
営
が
で
き
る
よ
う
努
力
し
て

ま
い
り
た
い
。

尾
﨑
議
員

　

９
月
定
例
会
で
町
長
ご
本
人
か

ら
の
退
任
の
意
向
を
発
表
さ
れ
、

12
年
前
の
町
長
選
を
感
慨
深
く
思

い
出
さ
れ
る
。

　

当
時
農
協
女
性
部
北
竜
支
部
長

の
関
係
で
、
佐
野
町
長
候
補
の
激

励
会
で
お
訊
ね
し
た
。

○
町
民
の
声
に
し
っ
か
り
耳
を
傾

け
て
い
た
だ
け
ま
す
か
。

○
良
い
も
の
は
良
い
、
駄
目
な
も

の
は
駄
目
と
は
っ
き
り
伝
え
て
い

た
だ
け
ま
す
か
。

○
親
戚
や
親
し
い
人
を
特
別
扱
い

せ
ず
、
し
が
ら
み
を
取
り
除
い
て

い
た
だ
け
ま
す
か
。

　

い
ず
れ
も
は
っ
き
り
と「
は
い
」

と
お
答
え
い
た
だ
い
た
。

　

一
町
民
の
私
が
是
非
望
ん
だ
３

つ
の
わ
か
り
や
す
い
お
願
い
で
、

町
長
に
な
る
方
に
は
自
分
の
情
に

流
さ
れ
ず
問
題
の
ほ
こ
ろ
び
を
修

復
し
、
町
民
が
安
心
し
て
住
め
る

町
を
育
て
て
い
た
だ
き
た
い
と
願

っ
た
か
ら
で
す
。

　

町
長
と
し
て
の
責
務
の
大
き
さ

を
察
す
る
に
余
り
あ
り
ま
す
が
、

お
約
束
さ
れ
た
こ
と
に
対
す
る
ご

自
分
の
評
価
を
締
め
括
り
と
し
て

お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

佐
野
町
長

　

「
町
民
主
役
の
町
づ
く
り
」
を

ス
ロ
ー
ガ
ン
に
12
年
の
ま
ち
づ
く

り
に
取
り
組
ん
で
参
り
ま
し
た
。

　

「
お
約
束
に
対
す
る
評
価
」
は

公
約
を
指
し
て
い
る
か
と
思
い
ま

す
が
、
個
々
の
政
策
、
実
績
に
つ

い
て
は
お
し
な
べ
て
及
第
点
か
と

思
っ
て
い
る
。

　

時
に
は
議
員
の
皆
様
方
か
ら
叱

咤
激
励
を
い
た
だ
い
た
。
ま
た
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
の
影

響
に
よ
り
私
た
ち
の
生
活
は
一
変

し
た
が
、
厳
し
い
時
代
を
乗
り
越

え
て
い
く
に
は
自
ら
立
ち
向
か
う

し
か
な
い
。

　

人
口
減
少
、
少
子
高
齢
化
、
子

育
て
支
援
、
公
共
交
通
確
保
、
公

共
施
設
の
老
朽
化
、
農
業
振
興
、

商
工
業
、
観
光
の
振
興
等
、
ど
の

問
題
も
待
っ
た
な
し
で
あ
る
。
残

さ
れ
た
２
ヶ
月
で
少
し
で
も
課
題

解
決
に
向
け
頑
張
り
た
い
。

　

最
後
に
12
年
間
本
当
に
お
世
話

に
な
り
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
作
り
職
員
か
ら

「
永
楽
園
は
こ
こ
が
こ
う
で
す
。」

「
こ
こ
が
改
修
必
要
で
す
」
等
、

提
案
を
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
。

　

ま
た
特
老
会
計
は
、
介
護
職
員

不
足
か
ら
入
所
人
員
の
抑
制
に
よ

る
収
支
悪
化
に
よ
り
、
近
年
、
一

般
会
計
か
ら
の
繰
入
金
が
増
大
し

て
い
る
。

　

昨
年
度
か
ら
経
営
改
善
支
援
業

務
を
有
限
監
査
法
人
ト
ー
マ
ツ
に

委
託
し
、
短
期
的
及
び
中
長
期
的

な
業
務
改
善
及
び
今
後
の
施
設
の

展
望
に
つ
い
て
も
様
々
な
視
点
か

ら
調
査
検
討
を
行
っ
て
い
る
。

　

当
施
設
は
現
在
本
町
の
介
護
保

健
事
業
の
中
枢
を
担
っ
て
お
り
、

永
楽
園
の
将
来
の
在
り
方
は
、
本

町
の
高
齢
者
施
策
に
も
大
き
な
影

響
を
及
ぼ
す
も
の
と
思
う
。
本
町

の
貴
重
な
雇
用
の
場
で
も
あ
る
た

め
慎
重
に
決
断
し
修
繕
補
修
箇
所

を
改
善
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
認
識
し
て
い
る
の
で
ご
理

解
願
い
た
い
。

寺
垣
議
員

　

施
設
が
40
年
近
く
経
つ
と
の
こ

と
で
、
例
え
ば
南
側
に
面
し
て
い

る
部
屋
の
木
の
棚
の
塗
装
が
剝
が

れ
落
ち
て
い
た
り
、
ち
ょ
っ
と
し

た
物
入
れ
の
取
手
が
取
れ
て
い
る

等
、
随
所
に
経
年
劣
化
に
よ
る
棄

尾
﨑
議
員

 
佐
野
町
長
３
期
目
の

 
締
め
括
り
と
し
て

【
２
月
】

１
～
２
日
…
空
知
町
村
議
会
議
長

会
第
１
回
定
期
総
会

８
～
14
日
…
定
期
監
査
（
監
査
委

員
）

20
日
…
北
海
道
監
査
委
員
協
議
会

定
期
総
会
（
監
査
委
員
）

未
定
…
例
月
出
納
検
査
、
総
務
産

業
常
任
委
員
会

【
１
月
】

６
日
…
20
歳
を
祝
う
会

９
日
…
北
竜
消
防
出
初
式

10
日
…
社
会
福
祉
協
議
会
新
年
の

集
い

11
日
…
北
竜
町
商
工
会
新
年
交
礼

会
並
び
に
優
良
勤
続
者
表
彰
式

19
日
…
議
会
運
営
委
員
会
、
北
竜

町
議
会
第
１
回
臨
時
会
、
全
員
協

議
会

22
日
…
議
会
等
Ｏ
Ｂ
会
新
年
会

24
日
…
例
月
出
納
検
査

26
日
…
総
務
産
業
常
任
委
員
会
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毎
年
の
暮
れ
に
報
道
番
組
で
は
、

亡
く
な
ら
れ
た
方
々
の
追
悼
番
組

が
行
わ
れ
る
。
私
事
で
は
８
月
に

長
姉
、
10
月
に
母
が
召
さ
れ
た
。

　

そ
し
て
当
議
会
で
も
、
健
康
状

態
が
不
安
視
さ
れ
て
い
た
松
永

議
員
が
、
令
和
５
年
２
月
末
９
期

目
の
当
選
か
ら
、
生
涯
現
役
の
志

半
ば
で
お
亡
く
な
り
に
な
っ
た
。

ご
本
人
、
ご
家
族
の
皆
さ
ま
に
は

衷
心
よ
り
哀
悼
お
悔
み
申
し
上

げ
ま
す
。

　

ま
だ
雪
深
い
３
月
定
例
会
か
ら

「
欠
員
議
会
」
を
的
に
テ
レ
ビ
局

か
ら
番
組
取
材
依
頼
を
さ
れ
て
き

た
。
発
言
を
切
り
取
ら
れ
構
成
さ

れ
て
い
た
が
、
実
際
議
会
は
ど
こ

に
向
か
っ
て
い
る
の
か
。
な
り
手

不
足
の
マ
イ
ナ
ス
イ
メ
ー
ジ
か
ら

逆
転
へ
の
展
開
を
望
み
た
い
。

　

令
和
５
年
度
の
締
め
括
り
と
、

令
和
６
年
度
か
ら
の
新
た
な
首
長

に
よ
る
新
体
制
が
ス
タ
ー
ト
。
何

故
な
り
手
が
い
な
い
の
か
、
何
処

に
原
因
が
あ
る
の
か
。
心
の
障
壁

を
崩
し
て
、
町
に
住
む
皆
が
一
緒

に
考
え
る
こ
と
と
思
う
。

　

北
竜
町
の
明
日
の
未
来
に
明
る

い
光
が
射
し
込
み
ま
す
よ
う
に
。 

　
　
　
　

  　
　

（
尾
﨑 

圭
子
）

口座振替の申し込みは
お早めに！

４月振替の２年・１年・６ヵ月前納の申し込みは２月末日迄に!!

■問い合わせ先　砂川年金事務所　　　　　℡０１２５-５２-３８９２
　　　　　　　　役場住民課戸籍年金係　　℡３４－２１１１
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　令和５年度の歳末たすけあい運動は、皆様方の温かいご理解とご協力によりまして下記のとおり総額

４４７，１８６円が寄せられました。

　ご協力をいただきました町内会を始め各団体・組織、また各親睦会の皆様、並びに配分等にご尽力く

ださいました民生委員各位に対しまして心から感謝申し上げます。１２月２５日に民生委員のご協力を

いただき、対象者の方々にお見舞金としてお届けさせていただきました。

　今後とも共同募金運動の推進に町民皆様のご理解とご協力を賜りますよう宜しくお願い申し上げます。

歳末たすけあい募金にご協力いただき
ありがとうございました

ご芳名  募金額（円） ご芳名  募金額（円） ご芳名  募金額（円）

各町内会 １６５，０００ 北竜町保護司 ４，０００ 北竜町社会福祉協議会役員 １２，０００

北竜町議会議員 ３０，０００ 北竜町人権擁護委員 ３，０００ 北竜町社会福祉協議会職員 ９，０００

北竜町三役 １８，０００ ひまわりダチョウクラブ １０，０００ 北空知信用金庫北竜支店 １０，０００

北竜土地改良区役員 ８，０００ 福祉センター ９，２８４
ＪＡきたそらち北竜支所

職員親睦会
５，０００

北竜町農民協議会 ５，０００ 真竜小学校児童会・教師 ６，８６１
ＪＡきたそらち青年部

北竜支部
５，０００

北竜町商工会役員 ５，５００ 北竜中学校生徒会・教師 １５，５６１
ＪＡきたそらち女性部

北竜支部
５，０００

北竜町教育委員 ４，０００ 北竜町役場一心会 １５，０００ 北竜町日赤奉仕団街頭募金 ７９，９８０

北竜町民生委員 １０，０００ 北竜町土地改良区親交会 ５，０００
合計 ４４７，１８６

北竜町農業委員 ５，０００ 北竜町商工会互助会 ２，０００

真竜小学校児童会・教師から

北竜町日赤奉仕団街頭募金（和） 北竜町日赤奉仕団街頭募金（碧水）

北竜中学校生徒会・教師から
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今
月
の
行
政
相
談

北竜町地域子育て支援センター
℡３４ー８８０２

○日時　２月21日（水）10:00～11:30

　場所　やわら保育園

　内容　保育園内自由開放／お弁当体験

○日時　２月28日（水）10:00～11:30

　場所　子育て支援センター室

　内容　ミニミニサーキッド

ピカピカキッズ
○日時　２月16日(金）10:00～11:30

　場所　すこやかセンター

　内容　栄養士講座「食事の量の目安」

（対象：１歳児～）

　

毎
日
の
暮
ら
し
の
中
で
行
政
が

行
っ
て
い
る
年
金
、
道
路
、
河
川
、

窓
口
サ
ー
ビ
ス
等
に
対
す
る
、
不

満
や
苦
情
、
ま
た
は
要
望
や
意
見

な
ど
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　

相
談
は
無
料
で
、
口
頭
・
電
話
・

手
紙
で
の
相
談
は
い
つ
で
も
受
け

付
け
て
い
ま
す
。

【
今
月
の
定
例
相
談
日
】

　

２
月
20
日(

火)

　

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

【
場
所
】

　

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

【
行
政
相
談
委
員
】

　

長
谷
川
秀
幸

　

℡
３
４
‐
２
６
１
１

■夜間急病テレホンセンター ℡ 22-4100
※急病のため夜間・深夜・土曜日の午後から診療を受ける場合は、
　夜間急病テレホンセンターに電話をしてから受診してください。

月日 医 療 機 関 名 医療機関名（歯科）※診療時間
は9時～12時

2/4
 （日）

深川市立病院
(担当医・津田こどもクリニック
 院長 津田尚也）

℡ 22-1101

コスモデンタル
クリニック
℡ 0125-23-3630

2/11
 （日）

深川市立病院
℡ 22-1101

はぎわら歯科クリニック
℡ 0124-22-5858

2/12
 （月）

深川市立病院
℡ 22-1101

2/18
 （日）

深川市立病院
(担当医・納内診療所
 所長 己斐幹生）

℡ 22-1101

山中歯科医院
℡ 0125-65-5554

2/23
 （金）

深川第一病院
℡ 23-3511

2/25
 （日）

深川市立病院
(担当医・代田剛）

℡ 22-1101

深川第一病院歯科口腔外科
℡ 23-3516

3/3
 （日）

深川市立病院
(担当医・津田こどもクリニック
 院長 津田尚也）

℡ 22-1101

メープル歯科
℡ 0125-24-5800

休 日 当 番 医
ちびっこひろば

高
齢
者
運
転
免
許
証

自
主
返
納
時
の
無
料
送
迎
日

　

65
歳
以
上
の
方
で
、
運
転
免
許

証
を
自
主
返
納
さ
れ
る
方
を
対
象

に
自
宅
か
ら
沼
田
警
察
署
ま
で
無

料
送
迎
を
行
い
ま
す
。

【
２
・
３
月
の
無
料
送
迎
日
】

■
２
月
20
日
（
火
）

※
申
し
込
み
期
限
２
月
15
日（
木
）

■
３
月
19
日
（
火
）

※
申
し
込
み
期
限
３
月
15
日（
金
）

【
申
し
込
み
先
】

　

役
場
総
務
課
庶
務
係

　

℡
３
４
‐
２
１
１
１

心
配
ご
と
相
談

　

民
生
委
員
児
童
委
員
・
人
権
擁
護

委
員
に
よ
る
心
配
ご
と
相
談
を
次

の
日
程
に
よ
り
開
催
い
た
し
ま
す
。

【
日
時
】　

２
月
20
日(

火)

　

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

【
場
所
】　

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

【
担
当
者
】

■
民
生
委
員
児
童
委
員

高
橋
委
員
・
中
村
委
員

■
人
権
擁
護
委
員　

瀨
戸
委
員

巡
回
無
料
法
律
相
談

　

北
竜
町
実
施
の
巡
回
無
料
法
律

相
談
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

【
相
談
員
】

　

旭
川
弁
護
士
会
所
属

　

石
井 

洋
文 

弁
護
士

【
日
時
】　

２
月
９
日(

金)

　
　
　

午
後
１
時
30
分
～
４
時

【
場
所
】

　

北
竜
町
公
民
館
第
一
研
修
室

【
予
約
受
付
】

　

役
場
総
務
課
庶
務
係

　

℡
３
４
‐
２
１
１
１
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マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の

時
間
外
窓
口
に
つ
い
て

　

左
記
の
日
程
で
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
関
連
手
続
き
の
窓
口
を
開

設
し
ま
す
。
事
前
の
電
話
予
約
が

必
要
と
な
り
ま
す
の
で
お
間
違
い

の
な
い
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

※
時
間
外
窓
口
で
は
転
入
・
転
居
・

転
出
な
ど
の
住
所
の
移
動
、
印
鑑

登
録
、
証
明
書
発
行
業
務
等
は
行

い
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

【
日
時
】　
２
月
19
日
（
月
）
～

　
　
　
　

２
月
22
日
（
木
）

　
　
　
　

い
ず
れ
も
午
後
７
時
迄

　
　
　
　

※
電
話
予
約
必
須

　
　
　

【
場
所
】　
す
こ
や
か
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　

住
民
課
窓
口

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

役
場
住
民
課
戸
籍
年
金
係

　

℡
３
４
‐
２
１
１
１

　

政
府
で
は
毎
年
２
月
１
日
か
ら

３
月
18
日
ま
で
の
間
を
、「
サ
イ

バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
月
間
」
と
定

め
て
お
り
、道
警
察
に
お
い
て
も
、

期
間
中
、
サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ

ィ
に
関
す
る
広
報
啓
発
活
動
を
集

中
的
に
推
進
し
て
い
ま
す
。

　

近
年
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
空
間

は
、
経
済
社
会
の
必
要
不
可
欠
な

基
盤
と
な
り
、
人
々
の
生
活
に

様
々
な
恩
恵
を
も
た
ら
し
て
い
る

一
方
で
、
ネ
ッ
ト
バ
ン
キ
ン
グ
に

係
る
不
正
送
金
事
案
や
、
偽
サ
イ

ト
に
係
る
フ
ィ
ッ
シ
ン
グ
詐
欺
事

案
、
ラ
ン
サ
ム
ウ
ェ
ア
等
の
不
正

プ
ロ
グ
ラ
ム
事
案
等
、
国
民
生
活

を
脅
か
す
サ
イ
バ
ー
犯
罪
の
危
険

性
が
社
会
全
体
で
大
き
く
取
り
上

げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

サ
イ
バ
ー
犯
罪
の
被
害
に
遭
わ

な
い
よ
う
に
す
る
た
め
に
次
の
よ

う
な
対
策
を
実
施
し
ま
し
ょ
う
。

■
ID
や
パ
ス
ワ
ー
ド
は
、
自
分
自

サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

は
全
員
参
加

令
和
５
年
度

    

自
衛
官
等
募
集
案
内

水
道
検
針
員
の

    

　
募
集
の
お
知
ら
せ

石
綿
に
よ
る
疾
病
の

労
災
補
償
・
救
済
に
つ
い
て

●
自
衛
官
候
補
生

【
応
募
資
格
】　

日
本
国
籍
を
有
し
、

採
用
予
定
月
の
１
日
現
在
、
18
歳

以
上
33
歳
未
満
の
男
女

【
受
付
期
間
】　

～
２
月
27
日（
火
）

【
試
験
期
日
】

　

３
月
３
日
（
日
）・
４
日
（
火
）

　

の
う
ち
い
ず
れ
か
１
日

【
試
験
会
場
】

　

陸
上
自
衛
隊
旭
川
駐
屯
地

　

（
旭
川
市
春
光
町
）

【
問
い
合
わ
せ
先
】

■
自
衛
隊
旭
川
地
方
協
力
本
部

　

南
地
区
隊

 

℡
０
１
６
６
‐
５
５
‐
０
１
０
０

■
役
場
総
務
課
庶
務
係

 

℡
３
４
‐
２
１
１
１

■
募
集
相
談
員

　

高
橋
敬
子
・
松
本
浩
章

　

町
内
の
水
道
メ
ー
タ
ー
検
針
員

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

【
従
事
内
容
】　

　

水
道
メ
ー
タ
ー
検
針
業
務

（
毎
月
１
日
～
７
日
頃
の
期
間
に

各
世
帯
、
施
設
の
水
道
メ
ー
タ
ー

を
検
針
す
る
業
務
。
た
だ
し
１
月

を
除
く
11
ヶ
月
間
）

【
募
集
人
員
】

　

若
干
名
（
和
市
街
・
碧
水
市
街
）

【
応
募
資
格
】

　

健
康
状
態
が
良
好
な
方

（
学
生
不
可
・
自
動
車
ま
た
は
バ

イ
ク
等
を
利
用
す
る
場
合
は
運
転

免
許
を
持
っ
て
い
る
方
）

【
業
務
期
間
】

　

令
和
６
年
４
月
～

　

令
和
７
年
３
月
ま
で

　

（
更
新
あ
り
）

【
賃
金
】

　

日
額
１
２
，
０
０
０
円
～

【
問
い
合
わ
せ
先
】

松
原
設
備
工
業
（
株
） 

℡
０
１
２
５
‐
２
３
‐
４
４
１
０

　

中
皮
腫
や
肺
が
ん
な
ど
を
発
症

し
、
そ
れ
が
労
働
者
と
し
て
石
綿

ば
く
露
作
業
に
従
事
し
て
い
た
こ

と
が
原
因
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
た

場
合
に
は
、
労
災
者
災
害
補
償
保

険
法
に
基
づ
く
各
種
保
険
給
付
や
、

石
綿
に
よ
る
健
康
被
害
の
救
済
に

関
す
る
法
律
に
基
づ
く
特
別
遺
族

給
付
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

　

石
綿
に
よ
る
疾
病
は
、
石
綿
を

吸
っ
て
か
ら
非
常
に
長
い
年
月
を

経
て
発
症
す
る
こ
と
が
大
き
な
特

徴
で
す
。

　

中
皮
腫
な
ど
で
亡
く
な
ら
れ
た

方
が
過
去
に
石
綿
業
務
に
従
事
さ

れ
て
い
た
場
合
に
は
、
労
災
保
険

給
付
等
の
支
給
対
象
と
な
る
可
能

性
が
あ
り
ま
す
の
で
、
最
寄
り
の

労
働
基
準
監
督
署
又
は
、
都
道
府

県
労
働
局
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

北
海
道
労
働
局
労
働
基
準
部
労
災

補
償
課

℡
０
１
１
‐
７
０
９
‐
２
３
１
１
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　地域おこし協力隊の中野千晶さんと西島保秀さんによ

る、米粉とひまわり油で作る「米粉シフォンケーキ」の

レシピをご紹介します。 左：中野千晶さん　右：西島保秀さん

地域おこし協力隊員発信

ほくりゅうレシピ Vol.13

【米粉シフォンケーキ】

■ 下準備

　・オーブンを１７０℃に余熱する

　・卵黄と卵白を分け、卵白は使う直前

　　まで冷蔵庫で冷やしておく

① 卵黄と砂糖を泡立て器で白っぽくなる

 　まで混ぜる

② ①に水とひまわり油を加えて混ぜる

③ 米粉を加えて混ぜる

④ 別のボールに卵白を入れ、砂糖を３回

 　に分けて加え、メレンゲを作る

　（※ツノが立つくらいまで）

⑤ ③のボールに④のメレンゲ１／４を

 　入れて混ぜる

⑥ 残りのメレンゲを加え、ゴムベラで

 　サックリと混ぜる

⑦ 型に流し込み、竹串で生地を１０回

 　程度混ぜて、空気を抜く

⑧ 余熱したオーブンで３０～３５分焼く

⑨ 生地に竹串を抜き差しして、生地が付

　 着してこなければ焼き上がり（※生地

　 が付着するなら、さらに５分位焼く）

⑩ オーブンから出し、逆さまにして冷やす

■作り方

・卵黄３個分＋グラニュー糖…２０g

・ひまわり油…６０cc

・水…６０cc

・米粉…９０g

・卵白４個分＋グラニュー糖…４０g

■材料（直径１７㎝シフォン型[底抜]１台分）

身
で
し
っ
か
り
管
理
す
る
。

■
パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

に
は
ウ
イ
ル
ス
対
策
ソ
フ
ト
を
イ

ン
ス
ト
ー
ル
す
る
。

■
パ
ソ
コ
ン
の
基
本
ソ
フ
ト
（
Ｏ

Ｓ
）
や
ウ
イ
ル
ス
対
策
ソ
フ
ト
は

常
に
最
新
の
状
態
に
し
て
お
く
。

■
身
に
覚
え
の
な
い
メ
ー
ル
等
の

添
付
フ
ァ
イ
ル
や
Ｕ
Ｒ
Ｌ
は
開
か

な
い
。

■
不
必
要
な
ア
プ
リ
や
信
頼
の
置

け
な
い
サ
イ
ト
か
ら
の
ソ
フ
ト
ウ

ェ
ア
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
な
い
。

■
定
期
的
に
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
デ
ー

タ
を
作
成
す
る
。

■
オ
ン
ラ
イ
ン
シ
ョ
ッ
プ
で
の
買

い
物
で
は
、
そ
の
サ
イ
ト
が
本
物

か
ど
う
か
よ
く
確
認
す
る
。

　

複
数
の
対
策
を
併
用
し
、
ま
た

危
機
意
識
を
持
っ
て
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
を
安
全
に
利
用
し
ま
し
ょ

う
。
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北竜町の事件・事故の発生状況（12月末現在）

犯罪の発生件数 交通事故の発生件数

空き巣
工事場
狙い

置き
引き

暴行 その他 合計

2023年 ０ ０ １ ０ １ ２

2022年 ０ １ ０ １ ２ ４

人 身 事 故 物 損 事 故

2023年 ２ 2023年 52

2022年 ３ 2022年 41

◆基準額表

◆令和４年度計算期間 令和４年８月１日～令和５年７月31日

　世帯で１年間（８月１日～翌年７月３１日）の医療費と介護サービス費の両方の自己負担

額を合算して、基準額（世帯の限度額）を超えた場合には、申請により、その超えた額が

支給されます。支給対象となる方には毎年３月から４月頃に申請のお知らせをお送りします。 

○医療費、または介護サービス費の自己負担額のいずれかが０円の場合は対象となりません。

○基準額を超える額が５００円以下の場合は、支給の対象となりません。

○新たに後期高齢者医療制度に加入された方、北海道外から転入された方など、申請のお

知らせをお送りできない場合があります。

※１　現世帯全員が住民税非課税で区分Ⅰに該当しない方

※２　世帯全員が住民税非課税であり、世帯全員の所得が０円（公的年金控除は８０万円

を適用。給与所得がある場合、その金額から１０万円を控除。）、または老齢福祉年金を受

給している方

■高額介護合算療養費とは

負担割合 区分 自己負担額の合計の基準額

３割 現 役 並 み 所 得 者（※１）

【課税所得６９０万円以上】２１２万円

【課税所得３８０万円以上】１４１万円

【課税所得１４５万円以上】　　６７万円

２割 一定以上所得者
５６万円

１割

一般

住民税
非課税世帯

区分II（※１） ３１万円

区分I（※２） １９万円

後期高齢者医療制度のお知らせ
～  高額介護合算療養費について　～

【問い合わせ先】

　　●北海道後期高齢者医療広域連合
　　　〒０６０－００６２　札幌市中央区南２条西１４丁目国保会館６階
　　　℡０１１‐２９０‐５６０１

　　●北竜町役場住民課国保医療係　℡３４－２１１１
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高齢者虐待を防ぎましょう

（担当：社会福祉士 大井 敬太）

～地域包括支援センターからのお知らせ～

【 第３８回 】

■自分らしく安心して暮らし続けることができるように、高齢者虐待を防ぎましょう。

■無意識に虐待していることも

■町民のみなさんへのお願い

　平成１８年４月１日に「高齢者に対する虐待の防止、高齢者の養護者に対する支援に関する法律」

が施行されました。その法律で、「養護者」とは、「高齢者（65 歳以上）を現に養護する者であって

養介護施設従事者等以外のもの」とされており、高齢者の世話をしている家族、親族、同居人等が

該当します。また、高齢者虐待と聞くと、殴る・蹴るといった暴力的な行動をイメージすると思い

ますが、それだけが虐待の全てではありません。

　高齢者虐待とは、高齢者の世話をしている家族、親族、同居人等が高齢者に対して次の行為をし

た場合とされています。

　虐待をしている養護者には、認知症や介護に対する理解がなかったり、経済的に余裕がない、時

間がない、相談する人がいないなどの背景や要因があったり、高齢者のため良かれと思ってやって

いることが虐待になってしまうなど、自覚がない場合も多くあります。

　虐待を見かけたらまず身近な機関に連絡し相談しましょう。虐待の要因はさまざまです。家庭にお

いては、家族の歴史や人間関係といった事情があります。虐待をしている介護者が悪いと一方的に決

めつけず、問題の解決は、専門家に相談しましょう（※虐待の相談内容や通報者の秘密は守られます）。

● 北竜町地域包括支援センター　　　　　　　　℡：３４－２７２７
● 北海道高齢者虐待防止・相談支援センター　　℡：０１１－２８１－０９２８

　「高齢者の一人ひとりが、住み慣れた地域で尊厳を持って暮らす」その権利を侵害してしまう「高

齢者虐待」が問題となっており、厚生労働省の全国調査では、虐待の件数が増加傾向で推移しています。

■高齢者虐待について知ろう

◆介護・世話の放棄・放任(ネグレクト)

○食事や水分を与えない

○おむつの交換をしない

○病気の兆候があるにもかかわらず

　診察を受けさせない　など

◆経済的虐待

○日常生活に必要な金銭を

　渡さない・使わせない

○本人の自宅等を本人に無断で売却する 

○年金や預貯金を本人の意思・利益に

　反して使用する　など

◆身体的虐待

○平手打ちをする　○つねる　○殴る

○無理矢理食事を口に入れる　など

◆心理的虐待

○怒鳴る　○悪口を言う

○高齢者が話しかけているのに

　意図的に無視する　など

◆性的虐待

○排泄の失敗等に対して

　懲罰的に下半身を裸にして放置する 

○性的な行為を強要する　など

● にこにこベビーズ

● 男の料理教室

● 認知症物忘れ相談

● ヘルシー講座

 ６日（火） 10:00～12:00　すこやかセンター

 ９日（金）10:30～12:30　公民館調理室

 19日（月）10:00～12:00　ココワ研修室

 26日（月）10:00～12:00　碧水地域支え合いセンター

 26日（月）10:00～12:00　すこやかセンター

２月の
保健・介護予防

行事

※変更になる場合がありますので、防災無線等でご確認ください。
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令和５年分　確定申告

　国税庁ホームページでは、スマートフォンやパソコンから、所得税・消費税・贈与税の申告書

を作成し、ｅ－Ｔａｘ（電子申告）又は印刷して郵送で提出することができますので、是非、ご

自宅での申告書の作成・提出をお願いします。

　郵送により提出される方は、封筒に事業所個別郵便番号（〒０７８－８５０７）を必ず記載し、

「札幌国税局業務センター旭川分室」宛に送付してください（住所の記載は不要です）。

　申告書には、申告者ご本人や扶養親族の方などのマイナンバーの記載と申告者本人の本人確認

書類の提示又は写しの添付が必要です（控除対象配偶者、扶養親族及び事業専従者などの本人確

認書類は不要です）。詳しくは、国税庁ホームぺージもしくは深川税務署（℡２３－２１９１）へ

お尋ねください。深川税務署の閉庁日（土・日曜日・祝日等）は、申告相談及び申告書の受付は

行っておりませんので、ご注意ください。

ｅ-Ｔａｘ（電子申告）については、次の２つの方式が利用できます。

①マイナンバーカード方式

　マイナンバーカードと「マイナポータルアプリ」をダウンロードしたマイナンバーカード読取

対応のスマートフォンを利用して、ｅ-Ｔａｘで申告書のデータが送信できます。

　令和４年分確定申告からは、新たに医療費通知情報（１年分）、公的年金等の源泉徴収票及び国

民年金保険料控除証明書もマイナポータル連携の対象となりました。自動入力の対象範囲は、今

後も順次拡大予定です。

②ＩＤ・パスワード方式

　①以外にも、本人確認に基づき、事前に税務署で職員との対面により手続きを行った際の「ＩＤ・

パスワード方式の届出完了通知」に記載されたｅ-Ｔａｘ用のＩＤ・パスワードを使用して、国税

庁ホームページの「確定申告書等作成コーナー」からｅ-Ｔａｘで申告書のデータが送信できます。

　深川税務署の確定申告会場へ入場する際には、会場内の混雑緩和のため、入場できる時間枠（午

前９時から午後４時まで）が指定された「入場整理券」が必要です。

　入場整理券につきましては、深川税務署内に設置の申告会場で当日発行するほか、２月５日（月）

入場分より通信アプリ『ＬＩＮＥ』を使用して、国税庁の公式ＬＩＮＥアカウントを「友だち追加」

した上で、オンラインによる事前発行も可能です。

　なお、入場整理券の発行状況に応じて、後日の来場をお願いする場合があります。また、電話

や窓口などで入場整理券の事前発行を行っておりませんので、ご注意ください。

入場整理券の当日の配付状況につきましては、２月１６日（金）から３月１５日（金）まで、国

税庁ホームページ「確定申告特集（本番編）」にて掲載を予定しております。

■確定申告会場における入場整理券方式について

■ご自宅からスマホで申告書の提出ができます！

所得税及び復興特別所得税、贈与税　　３月15日（金）まで

消費税及び地方消費税〔個人事業者〕　 ４月１日（月）まで

〈 受付期限 〉

【問い合わせ先】　深川税務署　℡２３－２１９１

令和５年分の所得税の確定申告の受付が２月１６日（金）から始まります。
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●具材

・ホタテ ………………… 4個

・にんじん ……………… 60ｇ

・玉ねぎ ………………… 100ｇ

・ごぼう ………………… 60ｇ

・椎茸 …………………… 4個

・長ネギ ………………… 40ｇ

・マッシュルーム ……… 4個

・縮みほうれん草 ……… 40ｇ

・炭焼き豚ホルモン …… 20ｇ

●スープ

・水 ……………………… 360cc

・ホタテのヒモ＆生殖巣… 4個

・野菜の皮や切れ端 …… 120g

・にんにく ……………… 適量

・こめ油 ………………… 適量

　・スキムミルク ……… 100ｇ

　・酒かす ……………… 2ｇ

　・みそ ………………… 12ｇ

　・醤油 ………………… 6ｇ

　・みりん ……………… 10ｇ

●薬味（味変）

・スキムミルク ………… 20ｇ

・白胡麻 ………………… 20ｇ

・乾燥のり ……………… 8ｇ

・天かす ………………… 12ｇ

・黒胡椒 ………………… 適量

・甜菜糖 ………………… 1.2g

① スープのベースを作る。

　 ホタテの貝柱以外の部分を鍋に入れて水分がなくなるまで火にかける。水分がなくなったら

　 火を止めて野菜の皮、硬い部分を入れて水を加えて１０分間沸騰させ煮出す。

② 野菜をそれぞれ加熱する（野菜は切らずにまるごと入れるのがポイント）。

　 にんじん、玉ねぎは塩をしてラップに包み４分電子レンジで加熱する。

　 ごぼうはにんにくのみじん切りとこめ油を熱した鍋でゆっくりソテーする。

　 椎茸、長ネギは塩をしてフライパンで香ばしく焼く。

　 マッシュルーム、縮みほうれん草、ホルモンは煮込む段階で加える。

③ ごぼうをソテーしている鍋に“①”を濾して加える。

　 スープの調味料 　をダマにならないように濃しながらスープに溶かす。

　 それぞれ加熱した野菜を入れて１０分間煮込む。

④ ホタテを１分間だけ加熱して火を止めて冷やす。

⑤ 味変用の薬味を作る。フードプロセッサー（すり鉢でもＯＫ）で材料を全て混ぜ合わせる。

⑥ 具材を取り出してそれぞれ食べやすく、見た目をキレイにカットして器に盛り付ける。

　 熱々のスープをかけて完成。

材料（４人分）

作 り 方

　北海道町村会は、牛乳・乳製品の需要の低迷や中国による日本産水産物の輸入規制、さらには今夏の猛暑

による生育不良などの影響を受けた道内の生産者を応援しています。

　バターを作った後に残るスキムミルクや日本酒を造る際に残る酒かす、野菜の皮や切れ端で出汁を取るベ

ジブロスを使ったスープに、ホタテを始めとする道産食材を活かした、下國伸シェフ考案のレシピ「Ｋａｓ

ｕｊｉｒｕ２０２３」を是非ご家庭でお召し上がりください！

Ｋａｓｕｊｉｒｕ ２０２３
レシピ監修：
「ＣＨＥＦ－１グランプリ」初代王者
下國 伸 シェフ

｛Ａ

Ａ



19 令和６年２月号

　　　北竜町無火災期間  （令和６年１月２０日現在）
　　　　　　 第１分団区域　　　 １，２８７日間
　　　　　　 第２分団区域　　　 　　 ９０日間

 令和６年深川地区消防組合管内火災発生件数　１件
　 内訳　北　竜　０件　　深　川　１件　　秩父別　０件
　　　　 妹背牛　０件　　沼　田　０件

　火災などを知らせるサイレンには様々な吹鳴の種類があります。火災発生時のサイレン吹鳴は、北竜消防

団員を招集するためや、住民皆様への注意喚起や避難を呼びかけるために使用されます。また、正午の時報

等にも使用しています。

　サイレン音は走行中の消防車のサイレンが対象です。鳴り分けをすることにより、火災による出動なのか、

火災以外の出動なのか消防車の音で判断できます。

サイレン吹鳴の種類について

消防車両のサイレン音について

種　別 サイレン信号

近火サイレン（町内火災）
３秒鳴ってから２秒休止します。
（６回繰り返します。）

応援出動サイレン（近隣火災応援）
５秒鳴ってから６秒休止します。
（５回繰り返します。）

林野火災サイレン（林野火災）
１０秒鳴ってから２秒休止します。
（５回繰り返します。）

演習等招集サイレン（北竜消防演習、捜索ほか）
１５秒鳴ってから６秒休止します。
（３回繰り返します。）

時報（毎日正午、火災予防期間）
１５秒鳴ります。
（１回のみ。）

種　別 サ イ レ ン 音

火 災 出 動

火災以外の出動
(北竜支署対応)

ウー(サイレン)

ウー(サイレン)

音

音

ウー(サイレン)

ウー(サイレン)

カンカンカン(警鐘) カンカンカン(警鐘)

※火災出動の時は、サイレンの音の間に警鐘音が鳴ります。

※北竜支署で対応する時は、サイレンの音のみとなります。
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診療所長　浦本幸彦
Ｎｏ．３０４

大
変
な
年
明
け
で
し
た
。

元
旦
に
能
登
半
島
を
中
心
と
し
た

最
大
震
度
７
の
揺
れ
を
観
測
す
る

地
震
が
起
き
ま
し
た
。
東
日
本
大

震
災
を
思
い
出
さ
せ
る
ほ
ど
の
甚

大
な
被
害
で
す
。
翌
２
日
に
は
羽

田
空
港
で
日
航
機
と
海
上
保
安
庁

の
飛
行
機
の
衝
突
事
故
で
す
。

日
本
中
の
人
が
年
明
け
早
々
大
変

な
年
に
な
っ
た
と
感
じ
た
と
思
い

ま
す
。

　

災
害
は
い
つ
で
も
ど
こ
で
も
誰

に
で
も
起
こ
り
え
ま
す
。
毎
回
災

害
の
時
に
言
わ
れ
る
事
で
す
が

「
想
定
し
て
備
え
て
お
く
」
事
が

大
事
で
す
。
実
際
に
準
備
し
な
い

と
意
味
が
あ
り
ま
せ
ん
。
僕
も
地

震
な
ど
を
想
定
は
し
ま
す
が
実
際

に
装
備
品
を
全
部
準
備
し
て
は
い

ま
せ
ん
。
ダ
メ
で
す
ね
。

で
も
想
定
の
中
で
以
前
か
ら
気
付

い
て
い
た
の
で
す
が
、
今
ま
で
世

間
一
般
の
考
え
方
で
少
し
力
の
入

れ
方
が
足
り
な
い
な
と
感
じ
て
い

た
事
が
あ
り
ま
し
た
。

　

生
活
す
る
上
で
必
要
な
も
の
は

衣
食
住
と
言
う
言
葉
で
表
さ
れ
ま

す
。
更
に
そ
れ
を
説
明
す
る
も
の

と
し
て
、「
衣
食
足
り
て
礼
節
を

知
る
」
と
い
う
こ
と
わ
ざ
が
あ
り

ま
す
。

　

古
代
中
国
の
管
子
と
い
う
書
物

に
記
載
さ
れ
た
文
章
が
元
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。
管
子
に
は

「
倉
廩
〈
そ
う
り
ん
〉
実
ち
て

礼
節
を
知
り
、
衣
食
足
り
て

栄
辱
を
知
る
」
と
書
い
て
あ
り
ま

す
。
食
物
倉
庫
が
豊
富
に
な
る
と

人
々
は
礼
節
を
知
る
よ
う
に
な
り
、

衣
食
が
十
分
で
あ
れ
ば
栄
誉
あ
る

こ
と
や
恥
辱
を
わ
き
ま
え
る
よ
う

に
な
る
と
解
説
さ
れ
て
い
ま
す
。

略
し
て
（
笑
）

「
衣
食
足
り
て
礼
節
を
知
る
」
に

な
っ
た
の
で
し
ょ
う
。
意
味
は
同

じ
だ
か
ら
ま
あ
い
い
か
。

　

管
子
に
書
か
れ
た
時
点
で
は
、

衣
食
の
衣
は
衣
服
だ
け
の
意
味
で

は
な
く
外
側
を
守
る
物
の
意
味
が

あ
っ
た
と
僕
は
推
測
し
ま
す
。
い

わ
ゆ
る
住
環
境
も
含
め
て
で
す
ね
。

体
の
外
側
も
十
分
な
環
境
が
必
要

で
す
し
体
の
内
側
（
食
べ
物
）
も

大
事
だ
よ
っ
て
事
で
す
ね
。

　

た
だ
後
世
の
人
が
衣
食
だ
と
家

が
ね
ー
じ
ゃ
ね
ー
か
と
感
じ
、
衣

食
住
と
住
を
付
け
加
え
た
よ
う
で

す
。
災
害
対
策
物
資
も
衣
食
住
を

も
と
に
考
え
ら
れ
て
い
る
と
思
い

ま
す
。

　

僕
は
住
環
境
で
と
て
も
大
切
な

ア
レ
が
今
ま
で
少
し
軽
視
さ
れ
て

き
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ま
す
。

水
や
食
料
は
生
き
る
た
め
に
絶
対

必
要
で
す
。
ア
レ
は
絶
対
で
は
あ

り
ま
せ
ん
が
文
明
人
が
尊
厳
を
持

っ
て
集
団
生
活
す
る
に
は
ア
レ
は

必
需
品
で
す
。

　

そ
う
で
す
、
ト
イ
レ
で
す
。

水
や
食
物
は
必
要
で
す
。
で
も
入

れ
る
と
出
る
も
の
も
あ
り
ま
す
。

山
の
中
で
一
人
で
暮
ら
す
な
ら
青

空
の
下
で
気
持
ち
よ
く
排
泄
出
来

る
で
し
ょ
う
が
、
集
団
避
難
生
活

の
場
で
は
雪
隠
攻
め
は
非
常
に
厳

し
い
で
す
。

各
人
が
勝
手
に
好
き
な
場
所
で
致

し
て
い
る
と
数
日
で
周
囲
を
危
険

な
罠
に
取
り
囲
ま
れ
る
で
し
ょ
う
。

　

そ
こ
に
素
早
く
気
付
い
て
い
た

方
が
居
ま
し
た
。
東
北
大
震
災
を

乗
り
越
え
た
サ
ン
ド
ウ
イ
ッ
チ
マ

ン
さ
ん
で
す
。
皆
が
水
や
食
料
を

支
援
し
て
い
る
時
彼
ら
が
気
仙
沼

に
寄
贈
し
た
ト
イ
レ
ト
レ
ー
ラ
ー

が
被
災
地
で
大
活
躍
の
ニ
ュ
ー
ス

を
目
に
し
ま
し
た
。

ち
ょ
っ
と
何
言
っ
て
る
か
わ
か
ん

な
い
人
は
キ
チ
ン
と
わ
か
っ
て
る

ん
で
す
ね
。

北竜町立診療所

休診日のお知らせ
２月１４日（水）は午後１時３０分より浦本先生が深川市において
介護認定審査会に出席のため、午後より休診となります。

だい はなしじ

大事なアレの話
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北竜町教育委員会

月 日 行　　事　　名 場　 所 時 間

８日（木）ひまわり大学 公民館
大ホール 10:00～

11日（日）
町民スキー大会 町営スキー場 9:00～

プラモデル教室 公民館講堂

17日（土）ふれあい事業 公民館 10:00～

18日（日）全町女性
ミニバレーボール大会 真竜小学校  9:00～

20日（火）押し花教室 公民館講堂 10:00～

25日（日）プラモデル教室 公民館講堂

27日（火）押し花教室 公民館講堂 10:00～

２月の生涯学習カレンダー

　１２月２１日に改善センタートレーニングルーム

において、第３回トレーニング指導事業を開催しま

した。専門のトレーナーのもと、個人のレベルに合

わせて　改善センタートレーニングルームにあるマ

シーンの使い方等を指導して頂きました。

　次回のトレーニングルーム指導事業は３月に行う

予定です。

トレーニングルーム指導事業を開催

図書館から新刊のお知らせ
「かたぼみ」… 木内 昇

「ぼくらの無人島戦争」 … 宗田 理

「椿ノ恋文」… 古川 糸

他、多数の新刊が入りました。

　

　

公民館・改善センター
図書館・郷土資料館の休館日

図書館・郷土資料館の開館時間

2月 5・12・19・26日（毎週月曜日）

火～土曜日9:00～18:00／日曜日9:00～17:00

子どもと高齢者のふれあい事業
餅つき体験会を開催

令和５年度
北空知シニアリーダー研修会を開催

　１２月２３日、子どもと高齢者のふれあい事業「餅

つき体験会」を改善センター体育館にて開催しました。

　参加した児童は、臼と杵を使って餅をついたり、

あんこ餅作りの体験をした後、推進委員さんが作っ

てくれたお雑煮等の料理を堪能し、大満足の一日に

なりました。

　１２月２５日～２６日の１泊２日の日程で、ネイ

パル深川において、北空知の１市４町と雨竜町の中

学生を対象に「令和５年度北空知シニアリーダー研

修会」を開催しました。

　今回、北竜中学校からは５名の生徒が参加し、他

市町の生徒と様々なプログラムを通して交流を深め

ました。３月には、中学生がリーダーとして小学生

を指導するステップアップ研修会もあるので、沢山

の中学生、小学生の参加をお待ちしております。
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まちの動き
１月１日現在（前月比）

世帯数　７８８世帯(±０)

 人口 １, ６３７人(－２)

　男　　　７７６人(－２)

　女　　　８６１人(±０)
(外国人含)
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